

















































































































































仕方など（137 － 138,139 － 148節)，実践的側面も含めて分析され記述されることになる。
　2 － 1
















































































































































































































































































































































































































　Beyssade，'Pour revisiter le trait〓 des passoions’Revue philosophique de la France et de l'〓tranger，
　1988-4，p．404）。














6）情念を統御する理性的能力の存在に素朴な期待を表明する第 1 部 50節に対し,『情念論』全
































































　　『エチカ』第 3 部，感情の規定 6,7）。
21）Cf.,寺山修司『空には本』(第一歌集，1958 年）所収。ちなみに，この短歌の全文は以下の
　　とおり。｢マッチ擦るつかの間の海に霧深し身捨つるほどの祖国はありや」）
22）cf.,デカルト『シャニュ宛ての手紙」(1647 年 2月 1日)。このいわゆる「愛についての手紙」
　　の中でも，デカルトは，結果における区分も含め，三種の愛について詳しく述べている。
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